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現代は、観光、企業活動、学術調査、途上国援助などが活発

化し、航空機による大量輸送の発達と相まって、未曾有のレベ

ルの国際交流が行われている時代である。わが国もその例外で

はなく、世界の至る所に日本人旅行者（観光旅行以外の海外渡

航者を含む）をみることができる。このような地球規模での人

的コミュニケーションは、人類あるいは世界の将来を考えると

大変望ましいことである。

しかし一方では、特に熱帯・亜熱帯地域への旅行に伴い、従

来は現地住民だけの問題であった感染症に曝される危険も増加

する。なかでも、マラリアは世界１００ヶ国以上で流行しており、

一歩対応を間違えると直ちに命取りにもなりかねない重要な疾

患である。それ故に、アフリカへの旅行者が多いヨーロッパ、

中南米への旅行者が多い北米などでは、旅行医学などの分野で

旅行者のマラリア予防に関する取り組みが精力的に行われ、予

防ガイドラインの策定も行われている。わが国では従来、比較

的マラリアの問題が少ないアジア地域への旅行者が多く、マラ

リア予防の切実さがあまり感じられなかったが、近年、サハラ

以南アフリカ、パプアニューギニアやソロモン諸島などの高度

流行地への旅行者も増え、また２００１年末には初めてマラリア予

防薬が発売になったこともあり、マラリア予防ガイドラインの

必要性が述べられるようになった。
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そこでわれわれは２００１年末、「国際医療協力研究委託費」研

究班の活動の一環として、種々の分野でマラリアに係わってい

る有志を募り、わが国におけるマラリア予防ガイドライン策定

の作業を開始した。これは２００３年４月からは、「厚生労働科学

研究費補助金」研究班の活動の一環として継続した。ガイドラ

イン策定のための会議は２２回を重ね、諸外国におけるガイドラ

イン、わが国におけるデータ、世界各国の論文、数理的モデル、

メンバーの個人的経験などの検討を営々と続けてきた。２００４年

１０月には、第４５回日本熱帯医学会大会においてワークショップ

を組むことができた。そこでは多くの参加者にガイドライン素

案を示し、また参加者からは多くの有意義な意見を得ることが

でき、その後の修正に活かすことができた。このような活動の

集大成として今回、医療従事者向けの「日本の旅行者のための

マラリア予防ガイドライン」を上梓できたことで、われわれメ

ンバーは安堵の胸をひとまずなで下ろしている。

しかし、今回のガイドラインがわが国の医療従事者にとって

真に役立つものであるかどうかはこれからの問題であり、また

今後、マラリアの流行や抗マラリア薬に関して状況の変化もあ

りうるので、それらに対応して改訂する作業が必要と思われる。

関係諸家の建設的ご意見やご叱正を切にお願いする次第である。

２００５年３月

マラリア予防専門家会議・木村幹男

発刊にあたって
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